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１ はじめに 

 本校には、学習全般に対して苦手意識を持っている生徒

が多く、特に数学に対する苦手意識はきわめて強い。した

がって、内容を精選すること、授業の進め方について工夫

すること、解ける喜びを実感させて自信をもたせることな

どを通して、興味・関心をもって意欲的に学習に取り組ま

せることは非常に重要であり、平素からこれらを心掛けて

教材研究や授業を行っている。しかし、実際は低学力層の

生徒が多く在籍する本校においては、解ける喜びを感じら

れる問題は、簡単な計算問題であり、二元一次不定方程式

のような解答が数行にわたる記述式の問題ではない場合が

多い。 

今回の研究は、数学Ａで現行課程から新しく取り扱われ

ている「整数の性質」のうち、ユークリッドの互除法と二

元一次不定方程式の解答のかき方を統一することで問題を

解かせ、理解が深めることを目指した実践の報告である。 

 

２ 本校での「数学Ａ」の履修の状況 

 次表のとおり、本校では就職類型の２年生の生徒が数学

Ａを履修することになっており、昨年度から現行課程の「数

学Ａ」の授業が行われている。比較的数学の得意な生徒は

進学類型を選択しており、苦手意識の強い生徒が数学Ａを

履修している。 

 １年生 ２年生 ３年生 

進学類型 
数学Ⅰ 
３単位 

数学Ⅱ 
２単位 

数学Ⅱ 
２単位 

就職類型 
数学Ａ 
２単位 

 

数学Ａの履修内容については、学習指導要領で次のよう

に説明されている。 

 

一方、2010 年 11 月に実施されたベネッセコーポレーシ

ョン進度調査アンケートでは次表のような結果が出ており、

現行教育課程の数学Ａを履修する生徒の 60％以上の者が

「整数の性質」について学習している。 

数学Ａ（選択履修）の履修分野数 

３つ全部履修 56.7% 

「場合の数と確率」「整数の性質」 7.0% 

「場合の数と確率」「図形の性質」 14.5% 

「場合の数と確率」 1.5% 

未定・検討中 10.3% 

『VIEW21高校版 2011年度 2月号』 

本校でも教科書に沿って、すべての内容を学ばせること

にしており、「整数の性質」は３学期に学習している。 

 

３ ユークリッドの互除法の表記方法について 

本校で使用している教科書(「新高校の数学Ａ」(数研出

版))では、ユークリッドの互除法を用いて 247 と 221 の最

大公約数を求める問題が例題として扱われている。その計

算部分は次のように

順にわり算を進めて

いく形で書かれてお

り、余りが 0となる最

後の計算の割る数が

最大公約数となると解説されている。 

しかし、この書き方では割り算を繰り返し行うことはわ

かるが、記述やスペースにロスが多い。いくつかの参考書

やインターネットで調べると、次のような記法があること

が分かった。ここでは 408 と 595 の最大公約数を求める計

算で比較する。 

(1) 筆算でわり算を行い余り  

が 0になるまで繰り返す記  

  法 

 この方法は割り算を繰り返

し行うことのイメージがわきやすい、余りが次に行う計算

の割る数になっていることから互除のイメージがわきやす

いなどのメリットがある。 

 ただし、右から計算を進めていくので、少々違和感を感

じる者がいた。 

(2) 左右に並べてかく方法 
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この科目は，中学校数学の内容を踏まえ「数学Ⅰ」

の内容等を補完するとともに，事象を数学的に考察す

る能力を養い，数学のよさを認識できるようにするた

め，「(1) 場合の数と確率」，「(2) 整数の性質」及び「(3) 

図形の性質」の三つの内容で構成した。従前の「数学

Ａ」とは異なり，生徒の実態等に応じて三つの内容か

らその内容を適宜選択して履習させることとした。す

なわち，これらの内容のすべてを履修させるときは３

単位程度を要するが，標準単位数は２単位であり，生

徒の実態や単位数等に応じて内容を適宜選択させるこ

ととしている。『高等学校学習指導要領解説編』 

①595÷408の商 
④408÷187の商 

③595－(408×1) 

②408×1 
⑤187×2 

⑥408－(187×2) 

 
⑦くり返し 










 










 










 

































  



 この方法は（1）よりもさらに互助のイメージがわきやす

い。また、計算が下に進んでいくのでノートにかきやすい。 

(3) 分数の形でかく方法 

 

 

 

分母を次の分数の分子へ、余りを次の分数の分母として

割り切れるまで繰り返し、割り切れた手前の分数の分母が

最大公約数となる。割り算の計算を別の場所で行わなけれ

ばならず、修得には練習が必要である。慣れると、分子か

ら分母を引けなくなるまで引くことで余りを求めることが

できる。 

以上の記法を生徒に示したところ、生徒の多くは(1)が最

もわかりやすいということで、この方法で統一することに

した。 

 

４ 二元一次不定方程式の答案について 

 本校が採用している教科書では、二元一次不定方程式を

解く手順は次のように解説されている。 

①   ， ，  を整数とする。方程式         を満た

す整数  ，  の組の 1 つがわかれば、それを利用して、

すべての組を求めることができる。 

②  整数   と    に共通な素因数がないとき、方程式

         を満たす整数  ，  の組は必ず存在する。 

③ 互除法を用いるとその組を見つけることができる。 

 実際に例６では方程式           を満たす整数  ，  

の組を次のように求めている。 

 

30＝13×2＋4    ……① 

13＝4×3＋1    ……② 

  ②から 1＝13－4×3 ……③ 

  ①から 4＝30－13×2 

  これを③に代入すると 

      1＝13－(30－13×2)×3 

       ＝13－30×3＋13×6 

       ＝30×(－3)＋13×7 

  よって 30×(－3)＋13×7＝1 

  したがって、方程式          を満たす 

整数  ，  の組の 1つは     ，    

 

しかし、このような整数のみを用いた式変形は生徒にと

っては大変困難なものである。その理由は明解で、どの値

を残して、どこを整理していけばいいのかがわからない、

そもそも、なぜ簡単な四則演算である和や差、積を計算せ

ずに残しておくのかがわからないというものであった。 

 そこで、この問題の目標は           を満たす   と  

の組を 1つ見つけることであるので、最終的に   と   には

具体的な値が入ることから、37を  ,13を  ,  ÷  の余り

を ,  ÷  の余りを 、…と考え、互除法で余りが 1になれ

ば「1＝○ ＋□ 」となるように式変形すればよいと結論付

け、問題を解説した。 

 この方法を解説すると、小テストでの生徒の正答率は著

しく向上した。次は別の問題ではあるが実際の生徒の答案

である。 

 

この方法をマスターすれば、次の大学入試センターが平

成 25 年 11 月に公表した数学Ａの「整数の性質」の問題例

の最終問題の解答である  ネ   ノハヒ  を求めることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究のまとめと課題 

答案のかき方を統一し、パターン化することで、生徒が
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正答にたどり着く確率を高められることは既に明らかであ

り、そのことが数学Ａの「整数の性質」の単元でのユーク

リッドの互除法や二元一次不定方程式にも当てはまること

が確かめられた。本校の多くの生徒は学力面では県内でも

低位に属していると言わざるを得ないのが現状ではあるが、

そのような生徒でも時間をかけて丁寧に考え方や記法を確

認するなど、取り扱い方を工夫することによって、大学入

試センター試験レベルの問題にまで挑戦させられることが

確認できたことは大変有意義である。 

ただし、学習指導要領解説にはユークリッドの互除法の

内容と内容の取扱いについて次のように記されている。 

 

今回の実践は、計算し正解にたどり着くことに主眼を置

いた「単なる計算の練習」と言われても仕方のないもので

ある。今後は計算の練習の域を超え、計算やその手順の意

味を考えさせ理解させることに重心をシフトさせる必要が

あると感じている。 
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３ 内容と内容の取扱い 

(２)整数の性質 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいて，ユークリッドの互除法

を理解させ，二つの整数の最大公約数を求められるよう

にする。指導に当たっては，具体例を通して，その手順

の持つ意味を理解させることに重点を置き，単なる計算

練習に陥らないよう留意することが大切である。 

二元一次不定方程式の解の意味について理解し，未知

数の係数の最大公約数が１であるような簡単な場合に

ついて，その解を求めることができるようにする。解を

求めるに当たっては，ユークリッドの互除法を活用し，

その方法については具体例を通して理解させるように

する。 


